









ケープハイラックス Procavia capensis の頚肋 cervical rib 
確認と標本化
橋本勝*・斉藤千映美*
A Case of Cervical Rib in the Skeleton of Cape Hyrax, Procavia capensis
Masaru HASHIMOTO and Chiemi SAITO
　要旨 : 市民から提供されたケープハイラックス（イワダヌキ科）の肋骨が，左側２０本に対して，











ス Procavia capensis も同様で，仙台市太白区金剛沢
2-14-1 在住の菊田秀逸によって飼育されていたものが，




























められず．耳介長 28 ㎜，前足長 44 ㎜，前足幅 20 ㎜，
後足長 66 ㎜，後足幅 20 ㎜であった．体重は 1460 ｇ．
　歯式は，I （門歯） １/ ２，C （犬歯） ０/ ０，P （前臼歯）
４/ ４，M（臼歯）３/ ３であった．椎骨式は，頸椎７
+ 胸椎２０+ 腰椎９+ 仙骨３+ 尾椎８である．
　雌雄は，卵管を確認，ペニスなしで雌であった．
（図３）

















億 9960 万年前から約 1 億 4550 万年前まで）だった」
とされている（コルバート，1978）．その原始哺乳類
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